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＜連絡事項＞

・今年も11月3日に学術研究発表が行われます。

昨年同様、当法人の皆様に、学術研究発表で研究内容を発表して頂きたいと思います

ので、まず、抄録の作成をお願い致します。

誠に勝手ではありますが、抄録提出の締め切りは、8月29日（水）とさせて頂きたい

と思います。

抄録が出来次第、「ＷＩＺ内のみんなの共有→委員会→教育委員会→平成19教育委員

会→学術→平成19年度学術抄録」へ保存して下さい。
・看護グループ内研修を開催致します。

日時：７月１７日（火）・１８日（水）

　　　１７：３０～１８：００　　　　　　場所：２階　会議室

テーマ：「精神科初任者研修①～精神疾患について～」

講師：西Ｇ　中村　美奈子

· 新しい面会票にスタッフのサインを記入する場所ない為、「スタッフ気付き」の欄へ記載した方のサイン記入お願いします。

· 「標準看護計画」ファイルを病棟に置くこととなりました。各自確認し、患者様のケアプランを立てるとき、参考にしていきましょう。

· 男子トイレの奥の個室にて、タバコ臭タバコの灰が確認されています。

本日スタッフより男子トイレにてタバコの灰が確認された事を伝え、喫煙マナーについて話しをしています。

今後このような事のないよう、喫煙マナーについて再度確認して頂きマナーを守って頂くよう注意していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 佐々木　淳様～７月21日14：00から７月22日16：00家族付き添いにて自宅外泊予　　　

定となっています。

· 佐藤　昌弘様～当院入院してから５キロ体重増加している事話されています。

　　　　　　　　　歩行、運動等行っていくこと検討していきましょう。

＜田名部Ｄｒケースカンファ＞

加賀谷　芙美子様～夜間の睡眠安定していて、最近は不機嫌さも見られず日課取組まれています。指の運動をする様になってからは、薬包を破ることスム～ズに行えています。歩行に関して食事前の11：00頃歩くことあり、低血糖を起こす恐れある為、食後歩行する様スタッフ促し、見守りして行きましょう。最近の病院内での様子としては、特に認知機能の低下を疑和せるような行動上の問題もみられません。血糖も落ち着いていると思われるが、本人は「時々頭がボーとした時に何やってたっけ？と分からなくなる事がある」と話しています。考えられるのは、低血糖であるが、これに関しては、次回の定期処方より、ユーパンを減量していくことで、対処を試みるとの事です。情動面では

　　　　　　　　7月14日任意入院（継続）同意書記入して頂いています。

・磯島　貴広様～退院について焦り見られている。お母様に早く一人暮らしする為の部屋を見つけてもらいたいとの訴え聞かれています。

　　　　　　　　服薬モジュール行なっているが、病気に対しての理解乏しく、母親のせいであること話される場面みられる。その事から薬の必要性、継続性に関しても「自分には必要ない」事、副作用に対しての不安があること話されています。退院に関して本人は、９月いっぱいと思っているが、すべき事ができてからの退院になる事田名部Ｄｒより話されています。1週間疾病についての振り返りをし、次週の水曜日（7/25）より服薬自己管理1日分より進めて行くこととします。

本人の訴えとして母親の事を強く話してくるが、先日話し合いで決まった今後、退院後の患者様の生活の場となる部屋探しも母が拒否しているのだといったのも「母は俺を退院させて働いたとすれば、俺の分の年金が入ってこなくなるのを心配してるんです」と語気を強めています。これについては、後日母親と話す時間を取ること説明しています。

・佐藤　節子様～７月20日　9：30～11：30市役所へ単独外出予定となっています。

　　　　　　　　　お母様の納骨に関してお姉様に手紙を出しているが返事が来ないこと、うつ状態に陥っている。手紙には納骨の管理費を今まで自分で4千円支払っていたが、金銭的にきびしいこともあり姉に相談する内容であったとの事。以前に比べ2～3日で自己対処できているが経過観察し、うつ状態が長くなって行くようならスタッフ介入していきましょう。金銭的な不安があるのであれば、ソーシャルワーカーに相談していきましょう。　　　　　　

　　　　　　　　　本日の診察時は、抑うつはなく比較的、明朗に話をしています。夏の外泊については、姉とは関係なく行いたいが、ただ知人のおばさんが巻き込まれる事が不安でもあると話しています。（姉も現在週2回知人の所に来ている）

　　　　　　　　長期の目標（退院して一人での生活）は崩さず持ってみることと田名部Ｄｒより伝えています

＜服薬自己管理状況、評価改善案＞

・小坂　君子様～普段より外泊が多い事もあり、1日分からの服薬管理してみては

　　　　　　　　どうか意見でています。

・滝田　秀人様～服薬自己管理について本人に確認し、服薬モジュールを行なってみてはどうか意見出ています。

　　　　　　　　

· 板橋　雅勝様～本日７月１６日服薬モジュール行い、７月１９日担当医師より指示を　　　

頂き、その後７月２０日より１日分の服薬自己管理を行う事となっています。

　


































